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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月9日(2010.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌の治療のための医薬品の製造のための約１０連続アミノ酸～約７０連続アミノ酸まで
を含んでなるオリゴペプチドの使用であって、ここで、前記オリゴペプチドは、配列番号
１、配列番号２、配列番号３、配列番号４、配列番号５、配列番号６、配列番号７、配列
番号８、配列番号９、配列番号１０、配列番号１１、配列番号１２、配列番号１３、配列
番号１４、配列番号１５、配列番号１６、配列番号１７、配列番号１８、配列番号１９、
配列番号２０、配列番号２１、配列番号２２および配列番号２３、ならびに配列番号１～
配列番号３２に記載の少なくとも１つの配列と少なくとも７０％の配列同一性を共有する
配列からなる群から選択されるアミノ酸配列を含んでなり、ここで、前記オリゴペプチド
は、ＷｎｔリガンドのＬＲＰ５およびＬＲＰ６の少なくとも１つへの結合をアンタゴナイ
ズする、使用。
【請求項２】
　配列番号１～配列番号３２に記載の少なくとも１つの配列と少なくとも７０％の配列同
一性を共有する配列が配列番号１～配列番号３２に記載の少なくとも１つの配列と少なく
とも８５％の配列同一性を共有する、請求項１に記載のオリゴペプチドの使用。
【請求項３】
　前記オリゴペプチドが、配列番号１、配列番号２、配列番号３、配列番号４、配列番号
５、配列番号６、配列番号７、配列番号８、配列番号９、配列番号１０、配列番号１１、
配列番号１２、配列番号１３、配列番号１４、配列番号１５、配列番号１６、配列番号１
７、配列番号１８、配列番号１９、配列番号２０、配列番号２１、配列番号２２および配
列番号２３からなる群から選択される配列を含んでなる、請求項１に記載のオリゴペプチ



(2) JP 2010-526090 A5 2011.1.6

ドの使用。
【請求項４】
　前記オリゴペプチドが、配列番号１５および配列番号２１からなる群から選択されるア
ミノ酸配列を含んでなる、請求項１に記載のオリゴペプチドの使用。
【請求項５】
　前記オリゴペプチドが、配列番号１４のアミノ酸配列を含んでなる、請求項１に記載の
オリゴペプチドの使用。
【請求項６】
　前記癌が、乳癌、多発性骨髄腫（ＭＭ）、前立腺癌および皮膚癌からなる群から選択さ
れる、請求項１～５のいずれか１項に記載のオリゴペプチドの使用。
【請求項７】
　癌の治療のための医薬品の製造のためのポリペプチドまたはオリゴペプチドの使用であ
って、ここで、前記ポリペプチドまたは前記オリゴペプチドは、配列番号２４、配列番号
２５、配列番号２６、配列番号２７、配列番号２８、配列番号２９、配列番号３０、配列
番号３１、配列番号３２、配列番号３３、配列番号３４、配列番号３５、配列番号３６、
配列番号３７および配列番号３８の全長ＭｅｓＤポリペプチド、ならびに配列番号１～配
列番号３８に記載の少なくとも１つの配列と少なくともの７０％の配列同一性を共有する
配列からなる群から選択されるアミノ酸配列を含んでなり、ここで、前記ポリペプチドま
たは前記オリゴペプチドは、ＷｎｔリガンドのＬＲＰ５および／またはＬＲＰ６への結合
をアンタゴナイズする、使用。
【請求項８】
　配列番号１～配列番号３８に記載の少なくとも１つの配列と少なくとも７０％の配列同
一性を共有する配列が配列番号１～配列番号３８に記載の少なくとも１つの配列と少なく
とも８５％の配列同一性を共有する、請求項７に記載のポリペプチドまたはオリゴペプチ
ドの使用。
【請求項９】
　前記ポリペプチドまたはオリゴペプチドが、配列番号１４のアミノ酸配列を含んでなる
、請求項７に記載のポリペプチドまたはオリゴペプチドの使用。
【請求項１０】
　前記癌が、乳癌、多発性骨髄腫（ＭＭ）、前立腺癌および皮膚癌からなる群から選択さ
れる、請求項７～９のいずれか１項に記載のポリペプチドまたはオリゴペプチドの使用。
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